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公益財団法人はまなす財団 

山崎 一彦  



震災後の宮城県石巻市街地 



夕張市本町商店街 



 ○大地震は防げないけれど、 
   大津波被害は軽減できるように、 
   グローバルエコノミーからの離脱は不可能でも、  
   大都市集中による地方の疲弊は防げるかも 
 

○その切り札として考えられているのが 
   「農業」と「観光」 
 



○第７期 北海道総合開発計画（平成21年7月 閣議決定） 
  

○４－（１）ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな競争力ある自立的安定経済の実現 
 

        開かれた競争力ある北海道の実現に向けて、東アジア地域の  
  急速な成長を地域経済発展の好機ととらえ、北海道の資源・特性 
  を活用することが重要である。 
     我が国の食料安全保障を将来にわたって支えていくために、 
  北海道の食料供給力を強化し、食の供給基地としての役割を 
  一層高めていくことが必要である。 
     また、食にかかわる産業の高付加価値化や個性豊かな観光地  
  づくりに取組むとともに、競争力ある産業群の形成を図っていくこ 
  とが必要である。 
     これにより、自立的・安定的に成長し得る活力ある地域経済を 
  確立することが重要である。 



農業産出額上位５都道府県 

                      単位 ： 億円 

 

 
順位 都道府県 産出額 

１ 北海道 １０ １１１ 

２ 茨 城 ４ １７０ 

３ 千 葉 ４ ０６６ 

４ 鹿児島 ４ ００５ 

５ 宮 崎 ３ ０７３ 

全 国 ８３ １６２ 
 （農林水産統計（平成22年12月））        



平成21年 農業産出額 

 
都道
府県 

米 都道
府県 

生 乳 都道
府県 

肉用牛 

産出額 構成比 産出額 構成比 産出額 構成比 

合計 18,04
4 

100.0 合計 7,054 100.0 合計 5,194 100.0 

新潟 1,509 8.4 北海道 3,183 45.1 鹿児島 794 15.3 

北海道 1,071 5.9 栃木 311 4.4 北海道 577 11.1 

秋田 1,019 5.6 千葉 254 3.6 宮崎 512 9.9 

福島 948 5.3 群馬 254 3.6 熊本 294 5.7 

茨城 885 4.9 熊本 240 3.4 長崎 193 3.7 

都道
府県 

豚 都道
府県 

鶏 卵 都道
府県 

ブロイラー 

産出額 構成比 産出額 構成比 産出額 構成比 

合計 5,156 100.0 合計 4,225 100.0 合計 2,829 100.0 

鹿児島 655 12.7 茨城 331 7.8 鹿児島 505 17.9 

宮崎 470 9.1 千葉 309 7.3 宮崎 499 17.6 

茨城 388 7.5 鹿児島 246 5.8 岩手 490 17.3 

千葉 335 6.5 岡山 209 4.9 青森 180 6.4 

北海道 298 5.8 愛知 193 4.6 北海道 124 4.4 

 （農林水産統計（平成22年12月））        単位・・・産出額：億円、構成比：％ 



都道
府県 

トマト 都道
府県 

いちご 都道
府県 

ね ぎ 

産出額 構成比 産出額 構成比 産出額 構成比 

合計 1,987 100.0 合計 1,570 100.0 合計 1,470 100.0 

熊本 291 14.6 栃木 257 16.4 埼玉 196 13.9 

愛知 154 7.8 福岡 172 11.0 千葉 179 12.7 

北海道 149 7.5 熊本 106 6.8 茨城 123 8.7 

千葉 128 6.4 愛知 104 6.6 北海道 78 5.56 

茨城 128 6.4 佐賀 91 5.8 大分 59 4.2 

都道
府県 

きゅうり 

産出額 構成比 

合計 1,318 100.0 

宮崎 169 12.8 

群馬 125 9.5 

埼玉 123 9.3 

福島 115 8.7 

千葉 86 6.5 



USA UK 
フラ 
ンス 

ドイツ 
ｵー ｽﾄ 
ﾗﾘｱ 

日本 北海道 

農林 
水産業 シェア １ １ ２ １ ３ １ ３ 

就業
人口 

総就業
人口 

14,536 2,948 2,591 3,873 1,074 6,385 260 

うち 
農林業 

217 42 69 87 34 245 15 

シェア 1.5 1.4 2.7 2.2 3.2 3.8 5.8 



   

    

食を求めて 
遊動生活 

主食の開発 

農業の発生 

交換 
定住 

生活圏の制約 

人口増加 



・交 易     穀物 VS 獣肉・獣皮・黒曜石 等、言語の発達  

・イチの発生  穀物倉庫 → 神殿  

           倉庫の管理者 →神官→官僚 

           暦の発明 

・マチの発生 神殿の前の自然発生的なミチ（曲がりくねった  

           道）が真直ぐな道（マチ）に造り替えられ、 

           店舗や倉庫や事務所を建設 

・都 市      大きな市場が小さな市場を併合 

             ＝ 大きなマチが小さなマチを従えて都市へ 

           発展・・・→グローバルエコノミー 

・文字の発達   言葉が通じない人が交易 → 筆談 → 文字の開発 



 

○交易前 

 

 

 

 
 

 

○交易後 

米 自動車 全国 生産性 

労働力 万ｔ 労働力 千台 労働力 米 自動車 

日本 100 1000 100 500 200 10 5 

タイ 100 900 50 150 150 9 3 

世界 200 1900 150 650 350 

米 自動車 全国 

労働力 万ｔ 労働力 千台 労働力 

日本 60 600 140 700 200 

タイ 150 1350 0 0 150 

世界 210 1950 140 700 350 



生産性の比較 
 

 日本 １０/５＝２ 日本は自動車 

                                 に比較優位 

 タイ   ９/３＝３ タイは  米       ↓ 

                              分業 

 ○交易によって 

     両国とも利益を得、世界経済が 拡大 

 ○Ａ．スミスは一企業内の交易のメリットを 

    「分業による生産性の向上」と主張 



 ・優等財と劣等財 

   所得増加のスピード以上に需要が増加・・・優等財 

   所得増加のスピード以下に需要が増加・・・劣等財 

            （停滞、あるいは減少） 
 

 ・前掲の例で、日本は自動車、タイは米に特化すると、 

  経済成長とともに格差が拡大 
 

 ・我が国の地方は東京という大市場に市場サービスを 

  独占され、単なる供給地、消費地に成り下がっている 
 

 ・どのようにして市場機能を取り戻すかが課題 



 ○農業の本質は自給自足型 
 

 ○余剰分を交易に廻すことから農産物輸出 
 

 
 
 
 
 
 
   

 

 ○大規模型はほとんどの場合 生産過剰→低価格競争 
          価格上昇が直ちに社会不安 
 

 

    専業農家という存在が既に分業体制に 
                   組み入れられている 

商品作物の栽培 

大規模 家族経営型 

プランテーション型 
    機械型 



 ○農業を主産業にしてグローバルエコノミーに   
   とっぷりつかってしまうと、 
   いつまでも経済停滞から抜け出せない 
 

 ○農業・農村の復興と地域の商業機能を結ぶ 
   マルシェ（市）の開催 ～もう一つの解決策 
 

   ・ 農村部への人口の還流が始まっている 
   ・ 農村の復興の次は商店街の復興 
   ・ その契機としての街中マルシェ 
 



ボッフォー（フランス・アルプス）のマルシェ 



オホーツク・マルシェ（網走） 



興部町の街なかマルシェ 



2009/2011の道内観光関連産業の経済規模 

（第5回北海道観光 産業経済効果調査による） 



観光消費額の推移 

1988 /1989 1993 /1994 1998 /1999 2004 /2005 2009 /2010 



村の祝日（ブリューゲル） 





アヌシー（フランス）のブランドショップ街 



○観光旅客は全旅客の３割 

    ＝  大半がビジネス 
 

○観光客は買物客 

    ＝  市場への来訪客が観光客 
 

 

 

 


